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介
護
報
酬
改
定
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

今
年
四
月
か
ら
介
護
報
酬
が
平
均
三
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
報
酬
引
き
上
げ
に
よ
り
、
自
己
負
担
が
ア
ッ
プ
す
る
人

は
約
何
％
程
度
、
約
何
人
程
度
と
推
定
し
て
い
る
か
。
ま
た
自
己
負
担
が
変
わ
ら
な
い
人
、
自
己
負
担
が
下
が
っ
た
人
は
そ

れ
ぞ
れ
約
何
％
程
度
、
約
何
人
程
度
と
推
定
し
て
い
る
か
。

二

介
護
報
酬
が
平
均
三
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
半
数
程
度
の
利
用
者
の
自
己
負
担
が
ア
ッ
プ
し
た
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

三

介
護
給
付
費
実
態
調
査
で
は
、
利
用
者
の
介
護
保
険
利
用
額
を
一
万
円
単
位
で
調
査
し
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
介
護
保
険

の
支
給
限
度
額
を
超
え
て
利
用
し
て
い
る
人
は
何
人
か
。
ま
た
、
支
給
限
度
額
の
上
限
近
く
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
は
何
人
か
。

四

三
に
お
い
て
、
今
回
の
三
％
引
き
上
げ
で
、
新
た
に
支
給
限
度
額
を
超
え
て
全
額
自
己
負
担
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

は
何
人
程
度
か
。
ま
た
、
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
は
何
人
程
度
か
。

五

民
主
党
が
提
出
し
た
「
介
護
労
働
者
賃
金
引
上
げ
法
案
」
は
、
利
用
者
自
己
負
担
や
保
険
料
を
ア
ッ
プ
さ
せ
ず
、
介
護
保

険
と
は
別
枠
で
介
護
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
を
行
う
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
。
今
回
の
介
護
報
酬
引
き
上
げ
で
は
、
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
方
法
を
と
ら
な
か
っ
た
の
か
。
介
護
労
働
者
の
賃
金
が
多
少
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
一
部
の
高
齢
者
の
自
己
負

一



担
が
ア
ッ
プ
し
、
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
減
る
こ
と
に
な
れ
ば
本
末
転
倒
で
あ
る
と
な
ぜ
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


